
２０２５年７月 
 

２０２５（令和７）年度 
第２６回『熱処理中堅技術者講習会』のご案内 

 
（一社）日本熱処理技術協会西部支部 

                             共催 ： 西部金属熱処理工業協同組合 
 
 会員の皆様におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 
さて、2000 年度（平成 12 年度）から開催し、大変ご好評をいただいております標記講習会を今年度も下
記のとおり開催いたします。本講習会は、過去に基礎講習会を受けてこられた方々などを対象に、もう一
歩踏み込んだ、かつ実務的な内容で構成されています。皆さまの多数のお申込みをお待ちしております。 
 完全対面開催となり、WEB 配信はございません。 
 なお、本案内状の内容に関係する部署の皆様へもご回覧くださいますようお願い申し上げます。 
   

記 
 
１．日 時  <第１日目> ２０２５年１０月１０日（金）１３：００～１６：４5 
       <第２日目> ２０２５年１２月１６日（火）１３：００～１６：４5  
 
２．開催場所 大阪科学技術センター ４０４  
       大阪市西区靭本町 1-8-4 
       地下鉄四つ橋線本町駅下車○28号出口 北へ徒歩５分、肥後橋駅下車○7 号出口 南へ徒歩７分 
       地下鉄御堂筋線本町駅下車○2 号出口 西へ徒歩８分 うつぼ公園北東カド 
 
３．定員   ５０名 
 
４．参加費 
（１）２日とも参加  / 会員および組合員 １７，６００円（税込） 学生会員 ３，３００円（税込） 
             非会員、非組合員 ３３，０００円（税込） 
（２）希望日のみ参加 / 会員および組合員  ８，８００円／日（税込） 
             非会員、非組合員 １６，５００円／日（税込） 
  
会員とは、正会員(個人)および維持会員(会社)の社員・組合員とは、組合員(会社)および賛助会員(会社)の社員 
 
※受付終了後、参加費請求をお送りいたしますので、入金期日までのお振込みをお願いいたします。          

[お振込み後の受講料の返金は出来かねますのでご了承ください。] 
 
５．申込方法 下記 URL、QR コードよりお申込みください。 

https://forms.gle/u2k56eXSB1XHHdGq7    

 
開催案内および申込書は西部支部 HP https://jsht-seibu.com 、 
西部金属熱処理工業協同組合 HP https://seibu.or.jp にも掲載しております。 

 
６．申込期日 第１日目のみご参加の方、第１日目・２日目共ご参加の方：9/26（金）までに 
       第２日目のみご参加の方     ：12/2（火）までに   
 
７．参加について 
  開催日１週間前をめどに参加証を郵送いたしますので当日ご持参ください。 
 



８．プログラム 
 
第 1 日目  ２０２５年１０月１０日（金）  開始時間：１３：００  

時 間 テーマ 講 師 

１３：０５―１４：４５ 金属材料の変形と強度の基礎 
京都大学    

辻 伸泰 氏 

鋼を含む金属材料の熱処理は、多くの場合、機械的性質の向上・調整を目的とする。実用上最終的に必要とな
るのは強度、靱性、延性などの数値であろうが、適切な熱処理を正しく行うためには、機械的性質の基礎を知
ることが重要である。本講では、金属材料の塑性変形機構を最初に述べ、その上で「転位論」に基づく金属材
料の強化機構を種々の材料組織と関連づけて講述する。その上で、鋼のマルテンサイト組織が高い強度を示す
理由も紹介したい。 

１５ 分 間    休 憩 

１５：００―１６：４０ 検鏡試料作製技術の勘所 
(地独)神奈川県立産業技術総
合研究所 

佐野明彦 氏 

同じ外観の金属製部品でも材料の違いや加工履歴等により金属組織は異なる。この金属組織の光学顕微鏡観察
で各種重要な情報を得られことは周知の事実である。しかし、検鏡試料作りの技術や技能は属人的でその伝承
はままならないのが現状である。今回の講習では、技術伝承促進を目指し、手研磨を主体とした工具鋼の炭化
物の欠け防止研磨法や浸炭、窒化処理、亜鉛メッキ鋼板や DLC 被覆鋼等の表層部研磨ダレを防ぐ試料作りや
研磨法の勘所とその実例を紹介する。 

 
第２日目  ２０２５年１２月１６日（火）  開始時間：１３：００  

時間 テーマ 講師 

１３：０５―１４：４５ 高周波熱処理シミュレーション適用事例 
高周波熱錬(株) 

井上宏樹 氏 

高周波焼入れはワークピース（被加熱物）の自己発熱を利用した表面硬化熱処理方法であり、低変形で高い
圧縮残留応力を付与できる特⾧を有する。また、インライン化が容易なため自動車部品や建機部品などに幅
広く適用されていて、他の熱処理と比較してCO2排出量が少ないことから近年は非鉄金属への適用も拡大し
ている。本講演では、高周波熱処理の原理、シミュレーション手法と適用事例について紹介する。 

１５ 分 間    休 憩 

１５：００―１６：４０ 
エクセル等を活用した浸炭におけるカーボンポ
テンシャルや炭素濃度プロフィール制御 

豊田工業大学 
奥宮正洋 氏 

浸炭処理品の耐摩耗性・疲労強度は炭素濃度・硬さプロファイルに大きく影響を受ける、この炭素濃度・硬
さプロファイルは操業時の処理温度・処理時間・カーボンポテンシャルというプロセスパラメータによって
決定されるが、エクセルによって炭素濃度プロファイルをプロセスパラメータから推測する方法等について
紹介する。 

  
9．問い合わせ先  (一社）日本熱処理技術協会西部支部 事務局 山下  

電話・FAX（自動切換え）0725-51-2527 E-mail：info_seibu@jsht.or.jp 
[月～木：10 時～15 時、金曜日は事務局休みです。] 

 


